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元げ
ん
ぶ
ん文

元
年
（
一
七
三
六
）、
藩
士
の
子
弟

の
学
問
の
場
と
し
て
北
三
番
丁
（
木
町
通
小

学
校
あ
た
り
）
に
学
問
所
（
学
文
所
）
が
設

立
さ
れ
、
儒
学
を
中
心
と
し
た
教
育
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
仙
台
藩
の
藩
校
の
は
じ

ま
り
で
す
。
五
代
藩
主
伊だ

て達
吉よ

し
む
ら村
の
時
代
に

当
た
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
小
規
模
で
通
学
の
不
便
さ
も

あ
っ
て
不
振
と
な
り
、
学
問
所
の
発
展
を

考
え
た
七
代
藩
主
重し

げ
む
ら村
は
、
宝ほ

う
れ
き暦
一
〇
年

（
一
七
六
〇
）
に
城
下
の
中
心
部
で
あ
る

勾こ
う
と
う
だ
い

当
台
（
現
在
の
宮
城
県
庁
あ
た
り
）
に
学

問
所
を
移
転
さ
せ
、明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

に
は
「
養
賢
堂
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
儒
学
を
中
心
と
し
た
学
問
だ
け
で
な
く
、

弓
術
・
馬
術
な
ど
の
武
術
も
学
べ
ま
し
た
。

　

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）、
正
式
に
第
五

代
学が

く
と
う頭
（
校
長
）
と
な
っ
た
大お

お
つ
き槻
平へ

い
せ
ん泉
は
、

敷
地
を
広
げ
て
施
設
の
整
備
・
拡
充
を
図
り

ま
し
た
。
文
化
一
四
年
に
は
表
門
や
中
心
施

設
の
講
堂
が
完
成
し
、
以
後
、
学
頭
居
宅
や

学
寮
、
馬
場
、
教
科
書
の
印
刷
所
、
火ひ

の
見み

櫓や
ぐ
ら

、
孔こ

う

子し

廟び
ょ
う

な
ど
が
順
次
建
設
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
養
賢
堂
の
教
科
に
は
、
習

字
や
算
術
、
兵
学
、
槍そ

う

術じ
ゅ
つ

、
剣
術
、
蘭
学
が

増
設
さ
れ
、
幕
末
に
は
ロ
シ
ア
学
も
講
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
養
賢
堂
の
建
物

は
宮
城
県
庁
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
す
が
た
を
写

し
取
っ
た
油
絵
が
あ
り
ま
す
。
明
治
一
四
年

（
一
八
八
一
）
に
高
橋
由ゆ

一い
ち

が
描
い
た
「
宮
城

県
庁
門
前
図
」（
宮
城
県
美
術
館
蔵
）
で
す
。

　

高
橋
由
一
は
、
日
本
の
油
彩
画
の
先
駆
者

と
も
さ
れ
る
洋
画
家
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
の

絵
は
由
一
が
宮
城
県
の
依
頼
に
よ
っ
て
描
い

た
も
の
で
し
た
。
写
実
性
を
重
視
し
た
由
一

の
本
領
が
発
揮
さ
れ
た
作
品
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

画
面
左
側
に
み
え
る
建

物
が
、
か
つ
て
の
講
堂
や
学

頭
居
宅
な
ど
で
す
。
画
面

右
側
に
あ
る
の
は
表
門
で
す

が
、
か
つ
て
の
門
は
撤
去
さ

れ
、
白
い
ペ
ン
キ
で
塗
ら
れ

た
洋
風
の
門
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
画
面
中
央
に

は
、
公
用
車
で
あ
る
黒
塗
り

の
馬
車
が
、
洋
服
を
ま
と
い
、

帽
子
を
か
ぶ
る
御ぎ

ょ

者し
ゃ

と
と

も
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

文
明
開
化
の
風
が
吹
き

始
め
た
仙
台
の
様
子
が
活

写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仙
台
藩
の
藩
校
か
ら
宮
城
県
庁
舎
と

な
っ
た
養
賢
堂
の
建
物
は
、
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
七
月
の
仙
台
空
襲
に
よ
っ
て
焼

失
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
撤
去
さ
れ

た
江
戸
時
代
の
表
門
は
、
泰た

い
し
ん
い
ん

心
院
（
若
林
区

南
鍛
冶
町
）
の
山
門
と
し
て
移
築
さ
れ
て
い

た
た
め
、
養
賢
堂
の
唯
一
の
遺
構
と
し
て
現

存
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
戦
前
に

撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
古
写
真
か
ら
、
往
時
の

建
物
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

在
り
し
日
の
養
賢
堂
の
す
が
た
は
、
残
念

な
が
ら
戦
災
に
よ
っ
て
大
部
分
が
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
は
説
明
板
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
こ
こ
に
養
賢
堂
が
あ
っ
た
こ
と
や
そ

の
歴
史
が
略
述
さ
れ
る
の
み
で
す
が
、
私
た

ち
は
こ
う
し
た
古
い
資
料
な
ど
か
ら
、
そ
の

面お
も
か
げ影

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

養
賢
堂
の
な
り
た
ち

文
明
開
化
の
風

第12回

藩
校 
養
賢
堂

養
賢
堂
の
焼
失

宮城県庁門前図　高橋由一筆　明治１４年（１８８１）　
宮城県指定有形文化財　宮城県美術館蔵

仙
台
市
博
物
館
　
学
芸
員
　
佐
々
木
　
徹

昭和初期の養賢堂の講堂（古写真）　仙台市博物館蔵

【観覧料】常設展料金：一般・大学生460円（360円）、高校生230円（180円）、小・中学生110円（90円）
※30名以上の団体は（　）内の料金。このほか各種割引があります。

〒980-0862 仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉▶ツイッター ＠sendai_shihaku ▶博物館HP 検 索仙台市博物館 ⬅

　12月1日（日）まで開催していた企画展「やっぱり絵図
がすき！」に関連し、常設展においても館蔵資料の中か
ら城下絵図、村絵図、要害絵図をはじめとする数多くの
絵図を展示しています。バラエティ豊かな絵図の世界を
お楽しみください。

12月27日(金)まで開催中！

▶12月の休館日　毎週月曜日、12月28日（土）～2020年3月31日（火）

世界之図　林子平書写 安永4年（1775) 仙台市博物館蔵

「常設展は絵図がいっぱい！」
旬の常設展2019秋冬

《休館のお知らせ》
12月28日(土)

〜
2020年3月31日（火）
　館内設備改修工事のため、上記期間
は休館とさせていただきます。
ご不便をおかけしますが、ご了承くださ
いますようお願いいたします。
　再開館日は2020年4月1日（水）を予
定しています。


